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サハラ砂漠のキャラバン・ルート
その暦史的展望(rj 1 111:) 

「尚業の{口Iたるかをわきまえている尚人は、金

持ちも貧者も、支配人も人民も必要とするような、

即ち莫大な需要がある商品を輸送する。(中略)

商品を遠方の、しかも道中の危険な!二地から輸送

すれば、商人は莫大な利益、巨額の利潤を得るこ

とがU¥来、市場の変動においても、より有利な*
JlEが得られるO 輸送された|部品は、その産地が遠

隔であり、道中の危険が伴うために、わずかしか

なく、それをもたらす人もまれである O 商品がわ

ずかで少ない場合、価格は騰貴するO 一方土地が

近く道中が安全であれば、輸送する者も多し 1。そ

こで=商品は過剰となり、価格は下落する。したがっ

て、あえてスーダンの国へ人る商人は人々のうち

でもっとも富裕である。彼らが旅する距離と道中

の苦難は計りしれないし、恐怖で近づきがたく、

飢渇の危険を伴う苦しい砂漠を横切らねばならな

い。水は隊商案内人が導くわずかの地点にしか発

見出来なし、。この道の危険や距離をものともしな

い者はごくまれである O それでスーダンの国の商

品は当地ではわずかしか見られず、きわだって高

価である O 同じことはスーダンの国におけるわれ

われの商品についてもいえる。」

イブン・ハルドゥン 『歴史序説」より

1 中世サハラ長距離交易の揺監

ーターヘルトとガーナ王国一

661年にマホメッ卜の正統後継者から、カリフ

権を奪ったムーアウィアが興したウマイア朝は、

半世紀を待たずして、スペイン・北アフリカから

インダス西岸に至る東丙に長く伸びた空前絶後の

大帝国を実現することになる。 [fg側への拡大とし

て北アフリカ征服の先陣を切ったウマイアの武将

オクバ・ベンナフィが、この征服の第 A歩として、

カイロワンの町を建設したのが671年のことであっ

た。彼らイスラム教徒が、スーダンからもたらさ

れた乾かな金の存在をカイロワンの束、スースで

確認したのは、その10年後の681年頃とされる 1)

南 里 立早

カイロワンはやがてウマイアの第5代tAカリフ・

アブドル・マリク(イE{伝685"""'715)の統治下にお

かれ、 710年にイスラム市がベルベノレI箭部族の根

強い抵抗を排除しつつ、北アフリカ全域をむEJl日し

終えるまでの恨拠地としての役割lをはたすことに

なる O

このカリフ，アブドル・マリクの名と肖像が刻

印されたマンクスと呼は、れたモスリムの金貨の鋳

造は、その統治ド694'rf頃に始まり、ヨーロッパ

のキリス卜教|司にまで、流通域を拡げていた02)

スーダンからもたらされた金がこの鋳造にm~ 、ら

れたかどうかは明らかではないが、この時点以降、

急速にサハラ砂漠縦断の交易路の基地が建設され、

交易網の整備が進められていったことを考え合わ

すと、この頃、すでに、多大な経費と時間と労力

を必要とする金の輸送に、充分見合うだけの金の

存在が確証され、それを裏付けるに足りる量の金

が、すでに北アフリカにもたらされていたことは

想像に難くなし」

スペイン系アラブ人，コルドパの地誌家アル・

ベクリはへジラ127年 (745年)にイフリキアの統

治者アブデル・ラーマン・イプン・ハビブによっ

て、シジルマサに三ケ所の井戸が掘られ、街づく

りが進められ、サハラ縦断遠征の出発拠点として

の基盤がつくられたことを記している03)

シジルマサはタフィラルト、ワディ・ジィズの

左岸に位置する町であった。アル・ベクリによれ

ば~)砂漠の人11に位置し、 8世紀から10世紀にか
けては、ベルベルの!手lの古都の役割を果たし、ハ
リジッ卜派の分派スフィト派の主義を奉ずる首長

が10!世紀平ばまで統治を続けるO このシジルマサ

はこの後数tft紀にわたってサハラ砂漠のキャラパ

ン・ルートの苧:要拠点としての地位を守り続ける

ことになる O

750作、ウマイア特]を倒して、カリフのj棋を奪

取したアッパース例の軍隊が761年から762年にか

けて、 111火マグレブに進11¥し、ベルベル諸部族を
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追い払い、カイロワンを包括する地域を、その支

配下に治めた頃、このシジルマサとつながる都市

ターへルトが、アッパースの軍を避けたイパート

派(イスラム改革主義)のベルベル系部族の政治・

宗教の中心地として、にわかに活気を帯びはじめ

るO イパート派のベルベル族は、カイロワンのアッ

ノイースの支配から独立、もしくは半独立の立場を

守り、ターへルトの他にもナフサ、ハウワラ、ザ

ヮーなどの都市が、同様の状況下で成長した05)

ターへルトはルステミド朝2代目イマーム、アブ

デル・ラーマン・イブン・ルスタン(在位776，.....，7

80)の時代、急速に発展し、商業路が東西に、そ

してシジルマサ， ワルグラをそれぞれ経由する 2

本のルートが、西スーダン方面と伸びていった。

このモスリムの時代、西スーダンとマグレブを結

ぶサハラ砂漠のキャラバン・ルートについての最

も古い情報は、このターへルトと西スーダンを結

ぶものである06) (図 I参照)

ターへルトの町には、ベルベル系諸部族だけで

はなく、カイロワン、パスラ、クーファなどから

のイスラム商人、ビザンチンの流れをくむキリス

ト教徒たちも、その商業的繁栄に魅せられて集っ

てきた。 7)このターへル卜を統治したルステミド

王朝と、シジルマサのスフリト派の首長は、その

主義の違いにもかかわらず、その関係は友好的で

あった。この二つの王朝は、 8世紀末から 9世紀

初めまで婚姻を媒介とした同盟を締結し、8)アル・

ベクリによれば、その後も永らく、この同盟は維

持された09)西スーダンを往来する商人は、必ず

シジルマサを通過せねばならなかったので、ター

へルトと共に、この二つの町はこの時代北アフリ

カと西スーダンを結ぶ商業に大きな役割を演じた

ことは疑いない。

ターへルトの商人たちが目指した西スーダンの

国とは、この頃政治的統合を進めつつあったガー

ナ王国であった。 8世紀のアラブの地理学者アル・

ファザーリは743年頃「ガーナという黄金の国」

をアラブの遠征軍が攻略したことを記している10)

ので、 750年にウマイアのカリフを倒してパクダッ

ドに興ったアッパース朝にも、そのガーナの存在

が知られていたことは充分に考えられる O またイ

ブン・アス・サジールは780年頃のガーナ王国へ

図1 9世紀頃ターへルトとガーナ、ガオを結んでいたサハラ長距離交易ルート

Tl8EST/ 

(T.LEWICKI L'Etat nord-africain de T瓦hert et ses re1ations avec 1e Soudan 

occidenta1a1a fin du vme et au IXe siecle 1962より)
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rnJかうサハラ長距離交易の出発点がターへルトで
あったことを記している 11)

アル・ファザーリから100年利おくれて、アル・

ヤクビーはkitab日l-Buldan(891-----892頃)に、

このi凡iスー夕、ンの0fiJ或が、多くの王国に分割され、

ガーナに隣接した大きない4家としてカウカウの名
を 1-.げている 12)。これは、 1353年にこの地を訪れ

たイブン・パトゥタが記したガウガウと同ーのも

のであり、1:llソンガイ放の政治的L~]心で、あったガ
オとも同一視してさしっかえないであろう O この

ガウガウ(ガオ)はガーナTIド!と詫す妾なつながり

をもった+[&1であり、 91lt紀初jめにはターへルト
及び、マグレブのアラブ1m人の関心をひく、サハ
ラ交易の一大センターであったことは疑いなL、。

このターへル卜とガーナ、そしてガオを結ぶ二

つのルートが初期のサハラ交易の L要ルートであっ

た。その-つはターへルトからシジルマサを終て、

アウダゴース卜へ、そしてガーナ、ガオを結ぶルー

トであり、もう -}jはターへル卜からビスクラ、

ワルグラを卒業てサハラqJ央部を縦断し、タデメッ
カを経てガオにギるルー卜であるO このルートの

大郎分は r1i代のii攻'¥i.ルートと ifi:なり介う o r日I1号は

先述のkitab-al-Buldanによれば、ターヘル卜か

らアウザカという1I1Jまで 3rl、さらにシジルマサ

まで 7lJ、すなわち，HI011を攻:し、 11)シジルマサ

からアウダゴーストへは10世紀のアル・ムハラビ

によれば、砂漠をわたって10数11の距離であると

いう!日アウダゴース卜は、 fi少地のち|勺以にあり、

周辺に草木の少ない1[/地があり、庭|主!とナツメヤ

シに[JI:[まれ、多くの旅行Ji.を1)[き寄せる美しい市

場があり、位以はモスリムであるという o 961年ー

から971{fにかけてはティヤルンタンという名の

rが、ベルベルのサンハジャ朕を統治し、アラブ
とベルベルからなる出祁な多くの人11をfTしてい
fこと CiうO16) 

アウダゴーストからガーナまでは1011、すなわ

ちターへルトからガーナまで、ほぼ60数日の旅で

ある 17)ガーナのIIlrはアル・ベクリによれば、二
つの円何iにわかれ、その・つは12のモスクをuす
るモスリムのl荷人の町で、あり、もうーつは E部で

あり、 Tの日殿をイJしていたという。 1R)またテン

カミネンという Eは、 Ij 欠に1，'1]めた{i.1)j、20)j

人の只を戦野に送ることが11¥*たといわれる O そ
して、 「このいlに人るロパーがj物分の出ごとに 1

-3 

ディナール(金4.259 )、国外に出る抱一戸Jごと

に2ディナ-)レ、銅一荷には 5ミトカノレ。雑何一

仰に10ミ卜カルの税がJ19)かけられた O ガーナ王

国の軍事的商業的大同ぶりをぶす有名な記iliであ

るO

イバード派の伝記を者したアド・ダルジニは、

ターへル卜の 3代1-=1のイマーム、アアラー・イブ

ン・アブドル・ワッハーブのr子が、動機は不明
であるが、 9世紀初jめにガオへの旅を計画し、そ

のド見にターへルトの尚人を仕わしたと記してい

るが、それはおそらく、先述のがj者のルートがと

られたものと思われる020) イブン・ハウカルも、

アウダゴーストのサンハジャの Eが、この時代ガー

ナ、ガオの Eと関係を維持し、シジルマサーガー

ナ、ガオを結ぶ商業ルー卜の発展に大きく寄与し

たことを記している。21)さらにターへル卜のルス

テミド朝のイマームの権威は西のワルグラのイバー

ド派に及び、ここからもう一つのサハラ縦断交易

ルート、すなわち先述の後者のルートが南へ仲び

ていた 22)ターへルトの E国が909年、ファーティ

マ朝の軍隊に征服された時、最後のイマーム、ヤー

クビ・イブン・アフラーが亡命したのはこのワル

グラであるが、このオアシスの)j~盤は、ルステミ

ドのイマームの統治ドに築かれたと)'j・えられよう O

ワルグラはその[1年{に、 fY4イフリキアのトゥゾール

からシジルマサを結ぶ*両の交易路の途上の山JEf;

地として発以した。2:;)1068年にこのルートに沿っ

て砂漠を歩いて渡ったアル・ベクリは、ワルグう

から、アドラル・デ・ジフォラス!ll地にあるタデ

メッカまで50円安した024)タデメッカのまちの住

民は、主としてベルベル部族で、モスリムであり、

彼らの衣服は亦い綿で、つくられ、 rは亦いターバ
ンに員色のトルコ服、内いズボンを身につけてい

た。またシャウベスと呼ばれる刻印されていない、

純金のディナール貨がJI1~ iられ、住民は肉・ミル

ク・穀物なと、の食精品を多く必要としていた。25) 

このHlJは北アフリカとガオを結ぶルート I~にある

重要な肉業センターであり、 iiJtH的なd1が閃かれ、

北や!十jからもたらされた1m品と家畜を交換しにやっ
てくる多くの遊牧民を集めていた。20)

アル・ベクリはガオのmrで貨幣として、タウタ
クの出11/からの出版がJlJ ~ ì られていたことも li~ し

ている 27)が、この出版の輸送は必ず、タデメッカ

のIIlJを通過せねばならなかった。
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あったことを記している 11)
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このタデメッカから、|判に{占:置するガオまでは

9 rlの距離である028)すなわち、ワルグラからガ

オまでの砂漠のキャラバン・ルートを踏破するに

は、ターヘルト~ガーナのルート踏般に要する日

数とほぼ同じ60日前後の行程で、ある。

9!iJ紀後半には、ガオの王はターへルトのルス

テミド朝のイマームと政治・経済的同盟を結び、

またシジルマサのイマームとは、政略的結婚を通

じて商業関係の組織化をはかった。29)この頃には、

I~ スーダン、マグレブ、さらにエジプト lこまで至

るサハラ長距離交易の主要路はガオの Eの子に掌

握されていたのだろう O

9 ttt紀後半から10世紀半ばにかけては、この頃
すでに陪j業活動に熟練したベルベル諸部族による

塩の組織的な輸送が行なわれはじめた。この胞は

よく北から市へもたらされる←主要商品としてとら

えられることが多いが、ここではR・マニに従っ

て、この商品を北から南への長距離交易の商品項

uとしてでなく、北から南への地域間商業の主要
商品として、位置づけて検討してみよう。

西アフリカでは、日常生活に必要な食糧の購入

のために定期的な市があり、ここで、地方特有の商

品との物々交換 (Troc) が行なわれてい

た030)14世紀半ばにマリを訪れたイブン・バトウ

タはワラタで塩片、装飾用のガラス細工、香辛料

としてのクロープ(丁子のつぼみを乾かしたもの)

と、ミル、ミルク、チキン、小麦粉、米などが交

換されていることを記しているし、31)カダモスト

も、綿、布地、野菜、オイノレ、 ミル、木の容器、

ナツメヤシの葉のゴザなどが、固定された交換率

に従って取引されていたことを記している032)

日常生活に必要不可欠な塩が、地方的生産物の

代償として、定期的に聞かれる市に、商品として

登場するO またこの地方の市場が商取引の連鎖の

すべての出発点であり、それ自体が、地中海から

砂漠をわたってやってくる。ある地方の生産物の

一大商業センターとなっていくことも極めて自然

な成行きであった033)

アウリルやイジル、タゲザ、カワルなどの梅山

から掘りおこされた塩が、主としてアラブ・ベル

ベル系の商人の手で、布、銅、真珠、カウリス、

デーツなと、の商品と共に、砂漠を越えて南へ運ば

れ、サへ/レ!lt界でヤギ・ロバなどの家畜や乾燥魚

などが加わり、複雑な交換体系をっくりあげ、さ

-4-

らに森林，ii?の黒人世界に述ばれ、て~やコーラと交

換されてしぺ O これらの商IVIIIの交換が、 Lとして
砂没;とサへル、サヘルとサノインナ、サバンナと森

林慌の交錯点に存在する市場で行われることにな
る。 3~)

アウリルの塩をめぐる資料は殆どないが、この

塩はセネガル川沿岸地借の住民にもたらされ、|有

からやってきた金と取IJIきされていたという。;川

イジルの福山は少くとも15tIt紀以前より開発され、

4枚の塩板が一頭のラクダの背にのせられ運搬さ

れていったという 016)このイジルの砲の」大IrH業

センターがウアダンで¥ここで積み変えられたも

のがテシトに運ばれ、価格は 2倍にはねあがり、

さらにワラタからトンブクトゥにもたらされたと

いう O 北のタゲザからの胞が合流するトンブクトゥ

では塩の何とラクダを一緒に100，......，120ミトカルで

売られていた037)有名なタゲザの恥の採似は、ァ

ル・ベクリによれば、少くとも11!lt紀以前にはじ
まり、アラウアンのベルベル・メスーファの奴隷

によって行なわれ、やはりラクダ一頭あたり 4枚

の塩板を運搬し、約20日間のキャラバンで卜ンブ

ク卜ゥに到着し、さらに30日間の旅でマリに着い

たという 038)これらの塩の良質な部分は、一部ジェ

ンネに運ばれ、ジェンネの商人が、この塩板を大

きなピロッグlこ乗せ、ニジエール河を14日間ドっ

て、ビ卜ウ(黄金海岸)やボンドゥクゥの金と交

換されたという 039)またカワルの塩は、特にハウサ

の国やボルヌ一方面にもたらされていたという 040)

こうして晦は、 jじから南への地域間商業の主要商

品として、サハラ砂漠のキャラバン・ルートに登

場し、組織的な輸送が行われはじめ、 10世紀半ば

頃までには、この後何世紀にもわたるサハラ交易

のコンセプトである塩金交易の固い基盤41)がっく

り上げられたと考えて差し支えないだろう O

2 rスーダンの金」、 「モスリムの金」
ーイスラム世界の経済的優位の時代のはじまり一

策 1章で述べたように、サハラ砂漠のキャラバ

ン・ルートを通って、北から南へと運ばれた地域

間|同業の主要商品は、塩であったが、|布から北へ

と地域間l荷業をも内介した長距離交易の主要なI均

!日1として、輸送されていたものは、いうまでもな

く「スーダンの金」である O ガーナ王U~J は、その

市に拡がる森林地帯から産山する金の{rjr'li交坊に
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よって繁栄し、またこの繁栄を¥j:るため、 F[kll付

のうど弘ルートの安全を舶?似し強大なLp:'1~、統治機

構を幣備することによって、大発JJiをとげること

が 1 1\米た 12) アラブ、ベルベ jレ治 ì'il~族の人々の子
を終て、北アフリ力へもたらされた「スーダンの

合Jは、イスラム[ll:WのWjJLjへの拡大に{、|そうんj?，Tj

業の允民をうながすことになる。ウマイア削に続

いておこったアッパース';iJjの郎パクダッドには、

その右中点則、メソポタミア全l或、イラン、|え);;(から

11I央アジア、さらにはインド、以南アジア、 11I[ I~I、

北欧をも合めたヨーロッパなどからも数矢[[れない

市が集まってきた。この「スーダンの金」がそれ

に焼わるイスラムInj人の強))な式出であり、この

合でfl，}.る強い経済))が大!日j業の動凶であったこと

は 1m迷いな~ ¥c ここではサハラ長距離交坊を支え

た金のihj要をつくりだしたイスラム 111:界と仙の地

域との金を附にした|刻わりを眺めてみよう O

Illj日:前半の経済!とのなかで「モスリムの金」の

演じた役割についてl論じたM ・ロンパルドは、

「スーダンの金」が大litにイスラム世界にもたら

される以前、すなわちモスリム征服前の同地域の

貨幣のバランスを次のように整聞している O まず

*の高u而品(布・芥料・ゼイタク品)を購入し続

けた I珂ベルベルの[ll:Wでは、~は澗渇状態で、-0

11のかわりに銀貨が!l¥ 1111っていた。商業(1-J哀退則
にあったビザンチンでは、アウレリアヌスf任11与{に

に吸収されていたエジプトとシリアに、1，:が岳町i

されていたものの、供給状削は悪かった。ササン

朝ペルシャには、アケメネスの宝として蓄積され

ていた金は、膨大な祉に Lっていたが、流通して

いた貨幣は主として銀行であった043)またJ・デュ

プレシィによれば、ヨーロッパでは 7tft紀に合が

例記し、 8Jlt紀平ばには、カロリング朝統治ドの

両ヨーロッパの一郎では、 13jLl:紀に至るまで金1'i
の鋳造が中断されていたという 44)これらの状況

は、 8世紀初め、北インドからアンダノレシアにま

たがるモスリムの11Eilllが'j'e[し、イスラム!lt界の

成¥'r.と共に大きな変化をはせはじめる O モスリム

はメソポタミア、ササン削ペルシヤ O エジプト、

シリア方面では、ペルシャのFri~;殿、六代エジプト

のファラオの'主、ビザ、ンチンのギリシャ IF.教修道

院に謡えられていた膨大なほの金を種々の戦平Ijr'1I¥ 

と共に収奪した。また11幣fd!i仙の低下したビザン
チンの貨幣ノミスマ、またこれと交換本の確定し

ていたササン I~ylの貨幣ディルハムをディナールと

して再度流通を1"1復することをも試みる045)

8 ttt紀ポにはマンクスとH予ばれたイスラムtftw

の11幣は、|凡iヨーロソパ消|元|へも浸透してい
た046)これらのディナールやマンクスの呼称で矢11

られるイスラム1'1幣は、アッパース朝の斤部パク

ダッド、後ウマイア刊jのげ伺iコルドパよりモスリ

ムi再j人によって放射状にLlt界へ拡散していっ

た 47)この頃時期をl，iJじくして、サハラ砂漠の|判

}jから「スーダンの全」が大邑に北アフリカへも

たらされはじめた。その初期jには大量の令が、ど

こで、どのくらい、令貨として鋳造されたのかは、

必ずしも明らかではないが、この新たに導入され

た合が、この動きをÚ})JII させたことは疑いな ~\o

まさにイスラム jll:界の経済的優位のIl!Htが始動し

ていくことになるのである O

9 t1t紀には、前代にl!'j~えられていた金と「スー

ダンの金」という:つの源泉をもっ「モスリムの

金」を某に鋳造されたイスラムの貨幣はイベリア

半島や地中海経[11 で、 l別ヨーロ y パすなわち通I~~j

関係を結んでいた力ロリング朝フランク五同へ、

さらにロシアの川を通過して、 Jヒ・東ヨーロッパ

へもたらされる。川この頃流通していたかなりの

民のアラブの貨幣が、ロシア、スウェーデン、ノ

ルウェ一、デンマークで発掘されている 49)

10世紀頃には、ヨーロッパへもたらされた貨幣

は、さらにベネツィアなどの尚人の手を経て、ビ

ザンチンへと還流する。その為一時期商業的に戻

返していたビザンチンの I~可業経済は、 9 世紀後半

には復興する O パシレイオス帝時代 (976---1025)、

北はドナウ川、 l珂はi判イタリア、束はアルメニア

に至る広大な領土を有した10ttt紀から11世紀にか
けて、それは非常に顕苫なものとなるO 南ロシア

からスカンジナビアにでる東と北の、 rj1世半ば以

降の経済的覚醒(伊IJえばハンザ同盟諸都市の繁栄

など)と、ビザンチンの経済復興は、まさに「モ

スリムの金」なくしてはありえなかった。50)

「モスリムの金Jはアラブの航海術の発展によ

り、ペルシャ湾よりインド洋に進出し、セイロン、

アフリカ東岸からマダカスガル島へと、モンスー

ン闘の商業世界とのつながりをも明白なものとし、

さらにイラン、 111央アジア方liIIにもその拡大の一一

途をたどるo 9 t1t紀、rばには、メソポタミア、イ
ランでは金本位制が確江する O51)101iM己から 11jtt 
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紀初めにかけては、 「スーダンの金」は、後ウマ

イア朝の首都コルドパにもたらされ、アン夕、、ルシ

アではディナールの活発な鋳造がはじまった。ま

た1111ぐ紀には、パレルモに進11¥したモスリムによっ
てタリンと呼ばれる金貨が大量に鋳造され、 52)主

として、 rnj業活動の盛んなイタリア諸都市へと伝

幡していった 53)ベネツィアではドウカー卜が、

フィレンツェではフローリンなどの金貨が、 1311':

紀頃からみ;栴的に鋳造され始め、やがて地中海市

場に大きな影響力をふるいはじめる O

「モスリムの金J は、 16~t紀以降アメリカの金

とiliHがスペインに到若するまでの11¥1、ロシア、北、

東のヨーロッパの経済を党酔:し、ビザンチンを経

済復興させ、インド洋、，~，央アジアの向業l剖とも

つながりを作注し、 l九iヨーロッノヘとくにイタリ

ア消却iけjの|拘業にも、大きな刺激を与え続け、イ

スラム!11.-Wの経済的優位の時代を築き1-.げたので

あった。サハラ砂漠のキャラバン・ルート Lの商

業の発出は、この「モスリムのく~J の拡大発以と

の相乗作JI Jとしてとらえられよう O

3 中世サハラ長距離交易の展開

ーイフリキアの盛衰ー

サハラ砂漠の北側では、 1011t:紀に人って支配ノJ

の以えたアッパース刺にかわって、エジプ卜を'1'
心にファーティマI;VJが大きな勢}Jをぷしはじめる。

この新王制ファーティマは、シーア派の分派イス

マイリをイ三ずるウパイドゥッラーがイブリキア

(チュニジア)}j1(liでイII徒を集め、アグラブI;VJを

倒した909{j:をもってそのおIJ~fì とされる O ウノてイ

ドゥッラーの統治卜]こカイロワンに入城し、*マ

グレブすなわちイフリキアを，'i似し終えたこの新

HVJ は、その }':J、 f アル・ムイ y ズのl1 !ff~1こエジプ

ト進IHをもくろみイフリキアを、 '1'*マグレブの
ベルベルの一派サンハジャから1111たジリッド家に

その統治権を1譲渡しているoM)エジプト支配に争

点をおいたファーティマ刺が、イフリキアの統治

に対する閃心が薄れるのに{、l~" ってジリッド家はイ

フリキアの行長としての止場を l"~帳しはじめ、 10

48年にはファーティマI;VJのカリフと断絶し、パク

ダッドのカリフとのつながりを深めていこうとす

るO ジリッドI;VJは、[lLjはそのl，iJじサンハジャ家系

からU¥たハマニデス初に，'i制されたものの、カイ

ロワンをir'(部として、その|井'IL業の'1'心J:lliとして

6 

の機能を維持させ、イフリキアを'11心にサハラ砂

漠のキャラパン・ルートへの日を光らせ続け、ガー

ナ王国との交易の主導権を握りはじめる O とくに

2代日の肖長アル・マンスール・バーディスは、

そのキャラパン・ルートのネットワークをよく肥

握し、キャラパンの往来の頻繁な地方の市場で、も、

そのキャラパンに対して民納金などを課し、その

利益を吸収しようとした日)10世紀末には'白殿建

設に着手し、ファーティマのカリフに対しても、

何年金貨800，000ディナールの寄進を続け、友好

関係を復活し5日)スーダンよりもたらされた奴隷を

t体とした軍の編成も子がけた。この硲福なut政
状態は、サハラ{沙漠を越えてもたらされる交易に

よる利益をぬきにしては考えられない。しかし、

これらの利益を独r'iしようとする特権階級と、都

市市の1m人階級との対立が、|付紛状態にまで発展
し、幾つかの悲惨な虐殺、 l略奪事件が勃発す

る057)ll lH紀、j':ばには、[守長による祭事への浪費

などもLf!:なり、政治的にも経済的にも長えを見せ

はじめた頃、ヒラリとよばれるエジプト )j而から

のベドウィン部族の米襲を受け、カイロワンの周

辺を，~i制される。このヒラリの来襲 lこ(、f って、カ

イロワンにつながるサハラの交易ルートが切断さ

れ、 「スーダンの金」も λ;世に略奪された。しか

し従来、カイロワンに刈してj実滅的打撃を1j-えた

とィ考えられていたヒラリの米襲に関して、 J.ポ

ンセはカイロワンのj支部はむしろ、それにjt¥/つ

カイロワンの政治的経済的崩壊に主点的Jt;i1大|があ

ると l論じている 58)カイロワンはノ}えらくイフリキ

アの|内'""業センターとして発展してきたが、この

rflr のμイI:!'I休が l~ として周辺の民業'1:.陀に依存し、

とくに111":紀平ばまでは、この民業の発出によっ
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|け十判:jfJカか〉ら北へのサ/、ラ交ι弘Jの 1:一"~'~(I尚J品削削LH弘'Îi川I

r質雪i以!凡山《七l川として"唯!可唯{仕主 aιh品以立立わU今1ιl品rlJのものであり、 この金をめ
ぐる両足関係が交弘の状況を大きく動かしていた



ことは疑いないが、この金のうど易に伴う都市と農

村の作j百を支える農産物、その他をめぐる需給関

係、それに関わる、ヒラリ、或はそれに先立つ遊

牧民の爪到jが、サハラ交易のネソト・ワーを縦横

に変化させる動Ijzlになっていたことも確認してお
かねばならなL106l) 

また先にも述べたように、 980'rf~Jj、イフリキ

アには、 ['1人、黒人からなるアビドと呼ばれる以

誌の市隊があったことをアル・ベクリが記してい

る (2)このアビドの大部分は、 111央スーダンから、

フェザンのザウィラ経山でイフリキアにもたらさ

れたもので、大多数は少年JDJより訓練を受け、や

がて、 i"11えの親衛隊に編入されたという O イブリ

キアがサハラ交易に関わる Il!:裂な安素としての奴

隷交弘が、この頃組織的にわ:なわれていたのであ

る。日)

また10!It紀前半、ファーティマ朝jの軍隊によっ

て、 111央マグレブから迎いたてられたイバード派

ベルベル系部肢は、サハラを|半jドし、ジェリドを

その111心地とし、東)jにはジャベル、ナフサを片

え、|半jのワルグラ、ザウィラなどの竜安な交易セ

ンターを築き、それをI'iuしていた。これらのオ

アシス郡山ーは、輪山nJのデーツのJj:JlftにノJを人れ、

ジャベル、ナフサのE織物と共に、イバード派の
|内人たちは、タデメッカからニジュール湾曲部へ

のルー卜において独j'il'内にその輸送に携わっ

た fil1このイバード派の1m人たちは、奴隷の輸送
にもjjtわり、{皮らの!lll判的・共IliJ休I'(jな連鎖はカ

イロワンにも及び、合や以持のためばかりでなく、

デーツや市などの交坊をi!l1して、新しい;石室jの伝

iiを"J能にする柔軟なメカニズムをつくり山し
たつい~1 Jやがてこのイパート、派の1;下j人たちは、ファー

ティマ 1:vJの保護をも受け、 11与にはファーティマの

代JII1人としてj円勤し、うどMルートを|出品し、十II'il(
を続け、イフリキアのがhXとサハラうとMを結び、つ
ける Il!:'!2-な役'，/fIJを11(っていく η(川)この凶のサハラ

!沙ì~のキャラノイン・ルートは IJLj のシジルマサーア

ウダゴーストのルートにかわって、ワルグラ、ジェ

リドからタデメッカを粁て、ニジエール湾出部に

ャ;る111tf(サハラルートが繁栄していた(7)しかし、

J1::i:sのヒラリの米襲などにより、このルートはJL

{WJで切断され、その機能を44めていた。またファー
ティマI;VJのエジブト之内己が強化されるに従って、

エジフ卜とのう;ぐらJにIl!:九

のエジプト移住が始まり、ムラービト朝のlH現と
共に、モロッコの商業活動が活発化し、イフリキ

アが、サハラ交易に占める役割は次第に減退WJに
入る068)

4 中世サハラ長距離交易の再組織化

ームラービト、ムワッヒド朝とマリ王国，三世

界をつなぐサハラ砂漠のキャラバン・ルート一

点のファーティマ朗の長亡に伴って、西のモロソ

コでは、ベルベル人の王朝jムラービト朝が同サハ

ラにおこり、イドリス特jを倒し、首都フェズを奪

取し、(1096)マラケシュに遷都するo (1106) 8 

11th':から10[tt紀にかけてベルベル世界の首都の役
'，~Ijを県たし、「スーダンの令」のための北の L史

な取引rtJ心地であったシジルマサも1056年に1，E!J日
され、またテクルル人の[1司家との連合軍により、

アウダゴース卜も1054年にすでに征服されていた。

この凶までに北アフリカIH:Wとの問に、主として

出合交易を組織化し、その利益を亨受していたが

ガーナ I~[t~lの状況は、先i:ßのようにアル・ベクリ

の 11067年のガーナ」にf洋しく Uされているが、

このムラービト朝が、アウダゴースト、シジルマ

サの r1j矧に続いて、 この1)州j江川L司iのサハラ{砂砂辺沙、I渓英のキヤラ

/パパ"、ン.ル一卜の!市判の至到|以JiiιL点、 「占民t金の口国ヨ」 ガ一ナ
を|川|指したのは、極めて['1然な成行きであった。

ムラービト相j-~f\:lj のカリフ、アブ-・ベクルが

ガーナへの型戦を開始したのは1061Wから1062年

にかけてであるが、 1-12のモスクをもっ|内業地IX:

と lf'lrのある地医」からなるクンビを[LifiJiしたの

は1076Wのこととされる。川勺然のことながら、

このj'ififfにより、足立イi;:交Mに|対するガーナの治体
系は変'~し、サノ\ラ砂淡のキャラパン・ルートの

新たな科副点が行なわれることになる O シジルマサ

から!十jドし、アウダゴーストにlilJかう jレートは、

タガザの出111の開鉱と共に、タガザを粁1I1して、

ニジュール内Iltl 日I~へfるルートにt:.MI の!併を lリ j け

渡した。70) ([文12参照)

ムラービト削は、 「スーダンの合」をJi¥l計百発

に貨幣鋳造をhい、そのキIlj!具、 fuW-fi:な向業的繁栄
WJを迎えることになる。ムラービト人侵攻!日の後
ウマイア朗ドのイベリア、I':，I;.}でも、アンダルシア

のディナールの県出な鈴jtj-が凡られ、侵攻後にも

その似jilJは持続されたが、 jユtitiの主たる舞介は、

むしろマグレブに移り、かつてないほどのんldの
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鋳造地別、年代別に個数を記した以下の表 (J・
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認することが出来る。71)
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造が求められる。その素材を求めて、サハラ砂漠

のキャラパン・ルートを南下し、それに伴って、

彼らは金と交換するためのさまざまな商品を南へ

もたらした、と推測しているO72)また1969年、ァ
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金貨が鋳造された。 1070年から1172年にかけて、

アンダルシアとマグレブで鋳造された金貨をその

鋳造地別、年代別に個数を記した以下の表 (J・

デビスによる)によってこの傾向をはっきりと確

認することが出来る。71)

これによれば、アンダルシアではアルメリーア、

グラダナ、セピリアが、マグレブではアフマッ

ト、フェズ、マラケシュ、ヌノレ、シジルマサが高

い鋳造率を示しているo J.デビスは、このムラー

ビト朝の金の需要は、国家自体ではなく、上記の

地に在往する商人たちによって高められ、商業的

機能の効率を上げるために、さらに良質の貨幣鋳

造が求められる。その素材を求めて、サハラ砂漠

のキャラパン・ルートを南下し、それに伴って、

彼らは金と交換するためのさまざまな商品を南へ

もたらした、と推測しているO72)また1969年、ァ

ウダゴーストの遺跡の近郊のティディカで発見さ

れた四つの貨幣は、ムワッヒド朝出現前の1123年

から1133年にかけて、一つはマラガで、三つはマ

ルシィで鋳造されたものであることが判明してい
る。73)
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jレートが切陣万されていたのでムラービ卜削は、よ

り同組IJのルートをiJi:似し、 IJ4のモスリムJltWの経

済的繁栄を維持することに))を注いでいたと考会え

られよう。74)

1211J紀、j':ば、この貨幣})f'jむを活発に行っていた

ムラービト朝を倒して、アトラス山中より、ムラー

ビ卜削がill現し、モロ yコ全¥--にその支配権を拡
げていく Iスーダンの合」はこの間も、 Lとし

てシジルマサに終結し続け、ムラービトの活発な

貨幣鋳造は、イベリア、l~-品への進出期をはさみ、

そのままこのムワッヒドに受け継がれていく。75)

ムワッヒドはフェズ、マラケシュを{IEJMし、 11

48年にそロッコ全 1--の、|えJi:を完了した後、 1185年

ハマニデス引の之配する111央マグレブを、 1209年

にはネフサの戦いに勝利し、ジリッド朝の文配す

るイフリキアをもTIIIに収める。ムワッヒドは、

イブリキアの港の復興などを行ったが、サハラ交

易にはそれほど閃心をノJ¥さず、ムラービト19jに放

棄された、イフリキアをl起I恒弘4ι山}点I
I山i九くからの束の判紺軸hの復活lはまL一4られなかつた祁附6引)ム

ラ一ビト.ムワソヒド川r，faI正:'fY初jの時代を通して、北

アフリカの側からは、サハラ砂漠のキャラバン-

lレートは主として凶のベルベル諸部族によって符

FH維持がなされていたのである。77)
-)j、すでに 9W紀に、ガオから金の交易の符

開権を取り上げていたガーナ王国は、ムラービ卜

初支配下の、このベルベル諸部族によるサハラ交

易の管理独占と、大凶作iVの黒人の王と争いつつ

も、丙アフリカ jtt界においては、金交易の管聞と、

北の塩に対する金との交換に閃して、その後のム

ワッヒド朝のサハラ交易に対する無関心な姿勢に

も助けられ、依然として、充分な政治的、経済的

優越性を維持し続けていた。78)

時期を同じくして、陀業的に進展の著しいヨー

ロ yパの商人が北アフリカのマグレブの港に出入

りするようになるO ヨーロッパの|商品は10世紀頃

から、ジブラルタルガljll~1半j{U!J のセウタ在住のアン

ダルシアの人々を通して、マグレブに人りつつあっ

たが、 131世紀平ば以降、統治))に長えを見せはじ

めたムワッヒドのイフリキア主配につけ人るよう

な形で、マグレブの港IIIJに大日に流入しはじめ

る。7リ)IJ4 アフリカ In-j支~I~!I!の tl\ 1 Jであるオラン、ァ

ルジェ、ブージ一、チュニスには、主としてイタ

リアのピサ、ジェノア、ベネツィアの1m館が住ち

始め、80)商人たちの11¥人りも爪-発になり、ヨーロッ

パ!1国人の交易の拠点としての役割を果たす。モロッ

コでのマリーン削のおIjkfiと共に、イフリキアノJI(II
ではムワッヒドのイフリキア総督ブ-・ムハンマ

ドの興したハウス1mが独f'jの動きを見せ、その行
部チュニスからは似只として、ヨーロッパに渡る

人間たちもmれはじめたノ1)また北アフリカのイ
スラムIIJ界は、北のキリスト教徒に対する守備が

l村難になりはじめたので、 10!lt紀以後、戦いによ

る荒廃よりも貢納金の支払いを望んだこともあり、

北アフリカからヨーロソパへの金の流出は漸次m
)]1 Jしていくことになる82)。

J.デュプレシィはヨーロッパで発掘されたア

ラブの金貨を時代別に 3つのグループに分け、そ

のうち第3グルーフ。に同する、 主として12'"'-13tlt 

帝己にムワッヒドr;yJ文配ドの北アフリカ、アンダル

シアで鋳造されたものが北イタリア、フランス各

地で数多く発見されていることを記している 8:3)

また1251年凶ジェノパで鋳造されたジュノヴィー

ノ、 1265年頃フィレンツェで鋳造されはじめたフ

ローリン、 1284年頃ベネツィアで鋳造されはじめ

たドゥカー卜などの金貨も、北アフリカからの金

を某にしたものであったと考えられよう oM)

ムラービト朝の支配のドに「スーダンの金」を

北アフリカに送り続けてきた、両アフリカのガー

ナ王国はムラービト特lの長退と共に混乱期に人り、

フラニ人たちの一派が独立を回復するが、 1203年

頃マンディンカ族のスマングルによって、クンビ

サレーが占領されるO しかし永続的な法と秩序の

制度を樹立することは山米ず、キャラパン・ルー

トは荒廃しはじめたが、 1240年頃国外追放されて

いたスマンクソレの牙;ヌンディアタがスマングjレを

破り、政権を奪取し、マリ王国を建て、その後3

代にわたって建国事業が続けられ、金産地とサハ

ラ交易の拠点が権保される085)

このマリ王国の登財と共に、同アフリカの長距

離交易の再組織化が始まり、 12世紀半ばから14世

紀半ばにかけては、凶アフリ力、マグレブ、ヨー

ロッパの三つの!lt界が、サハラ砂漠のキャラバン-

lレートを媒介として接介されることになる086)

ガーナ王国時代に、サハラ{沙漠のキャラバン・

jレートで交易活動に従 'J~ したのは、主として、ア

ラブ人、ベルベル人で、あったのが、マリ正[f~時代

には、両アフリカの県人たちもこの交易活動に参
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加しはじめるo 14tH:紀にシジルマサから、黒人の

王の都マールリーを訪れたイブン・パトゥタは、

帰途、北へ1[，]かう黒人のキャラパンと行を共にし

た087)マリの|笥人たちは、北で tとして金の先却

をすませたあと、帰路のITHIll11の'11命活のコストに見

合うものとしてタガザの出を子に人れたことは疑

いない088)すなわち、マリの尚人たちはベルベル

人による塩の独r1iによる正)Jをこうむることなく、

独nに胞を子に人れ、マリまでの輸送に従下しは
じめるO マリの尚人たちが出を安い価栴でTIこ人

れ、マリ日lill付に持ち込んだH与-のfdfi絡については、

さまざまな記述がある o 10111:紀、イブン・ハウカ

ルはラクダに積んだ一仰の出はぐi>:1 kgとて引dliで、あっ

たとし、イブン・パ卜ゥタはワラ夕、マリで購入

した合50'""-'150gとてS-;fIHiであったとしているし、

カダモストはトンブクトゥでは金 1kg、マリで1

5kgとしている89)oマリは少しliijのガーナと"iJじく、

森林の黒人のIltWへ、より r'，';jl ) filli栴で、出を光る媒

介{í-の地位を出じていた。マリ E[kll~ には、ワン

ガラと呼ばれる特権的な 113j人附級がIIW~ し、|十jの

合産地との交易に撹わっていた。 E.W・ボヴィ
ルは、このワンガラが11¥lilJし1た森林，!日のく'bJ，iJ也を
セネガルMのr-.流とファメレ川との[I'dのバンブク、
ニジェーノレMの[~流にテインキソソ川が介流する
ところにあるブレ、ヴォルタM[-，流のロビ、 o'lイi>:

ガIji;~の拠地のアシャンティの v月例îJiji'をあげてい

る 90)このあたりから合は ElkJの11日来|下Jrlr心地に
流れ、マリの1m人、もしくはアラブ・ベルベノレ1m
人たちによって、サハラ砂漠のキャラバン・ルー

卜を北 1'，して、北アフリカ・マグレブ[11:舛にもた

らされ、さらにマグレブの港にIfTj業拠点を築きつ

つあったヨーロッパ人たちのTにわたることにな

るO

5 中世サハラ長距離交易の展開

ーサハラ砂漠を行き交う商品について一

マ リ l七川:ゴ11引~I中相lド刊11 与Mイ代に\1にこ日|十宇判，jiOカか、 らJ北ヒへ もた らされた|尚1"九向陥印zh可弘vh甘仏引1，引仏lJ山山川l1hIHl
やはり〈全bが l七j休本でで、あつたことは|町川リ川lらかでで、あるが、

〈金i伝完以外 lにこも、~)(，tR、 ~I ， tl、竹iなどがあげられよう O

以涼に!児しては、アル・オマリが、モロソコの

スルタンが祈りのあと肝衆の rll で、~，U人以誌の愉

に取り 1) 1'1 まれて I"h っていたことを ，i~ している

し、91)イブン・ノイトゥタもタカダで25ミ卜カノレで

奴ぬを購入し、モロッゴへの川辺11与には600人の、

女立y..隷を伴った何ともひどいキャラパンと行を共

にしたことを記している092)このように奴隷は南

から北への輸出品として重きをなしていたことは

疑いないが、制は、その輸送と交易に関して、未

解決の問題が、まだまだ多し 1。アル・ベクリが記

すように、ガーナ l同時代には地中海側のスース

ではスーダンへの出荷に際し、銅一荷につき 5ミ

トカルの税を義務づけていた93)ことなどから知ら

れるように、 ~Irû は北から I\~jへの輸入品としての重

要品目であり、 R・マニもアフメットから南への

銅の交易の存イ1:をJA長しているO94)しかし、 J・

デビスは、それはn然のままの銅ではなく、宝右ー
などと共に、装身只の一部として、或は料開や洗

身のための半年23といった日JtJr'lr'1として、北アフリ
カで、製J171化されたものであり、純然たる ~lriJの輸入

ではないとしている。川西アフリカの銅の産地と

して、イf?"l なタケ夕、、の ~[rtllll は、 13t+t紀に採掘が始

まってからは、 1411同じには金を供出する森林の黒

人たちの[II:'!よとの市裂な交易，Wl11であった。この

lUこついてはアル・オマリが、マリ rは100ミト
カルの~['Û を66÷ミトカルの金と交換、すなわち約
500の ~llû と約333の令が交換されていたという宇実

を指摘している。凶)['1 然なままの ~I， û の /t:，陀に|対し
ては、 121U:紀以後、スーダンとマグレブは|丙jじ状

似をll!:するようになり、決して北から|判への -)j

通行でなかったことは|リlらかである O

11i も ~I ， û と l'iJ じく、ガーナ ILJft1こはマグレブから

IJLjアフリカへもたらされたJとから|判への輸入111111と

して{\~川町づ、けられていた 97) アル・ベクリは、 f. 

L~の~!J~がアフマットの115i人たちによってモロッ

コへ、そしてテクロール、カワール経111で内アフ

リカへもたらされたことを ri~ している O98)またイ
ブン・パトゥタもワラタの住民の点1mはエジプ卜
からもたらされたものであること、及びマリ Eの

袋JWな丸太)!'.にはエジプ卜からの利織物が装飾の

寸I~ として使われていたことを記している O しか

しl'iJII与に、イブン・パトゥタは雨からきた布が交

払川貨幣として、ミルク・バター、肉などと交換

されていたこと、リリ)また少し後になるがレオ・ア

フリカヌスによる、アハガルの遊牧民たちが通過

するキャラパンから徴収していた税は、点II~で支

払われていたという ，i~述 100)などからは、布地に

|対しても、 ~I， û と Irij じく、マリ EII~内で、 l.~ として

桁!などの/1:.1卒、火JJほの製造・などが行なわれ、 E[~ 
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内を潤す商業的財源の lつであったのではないか

と考えられるO

以上のように、マリ王国時代に南から北へもた

らされた(輸IIU向品として、金以外には奴隷が

重要品目であったが、銅や11jなども、従来考えら

れてきたように、 tとして北から出への輸入IIIIIと

してではなく、|十jから北への輸UJI}古として、重要

な役割lを果たしていた可能性も検討されるに値し

よう o R・マニはこの他にメレゲッタと呼ばれる
存料、コーラ、下の乾肉、皮不などもあげている

が、101)やはり、決;む的に弔:安なものは、金と奴隷

であって、仙の，?'HII出は、柑iJEの役割を果たしたに

すぎな~'0 
逆に北から|判へもたらされた(輸入)商品とし

ては、出がその 1I1心であったが、出以外には馬、

カウリス、デーツ、ガラス制111".1日などがあげられ

よう o 11711j::には、エジプトではファーティマ朝l

が滅び アイユーブ朝が興るが、 「スーダンの金J

に対しては、，JLjのモスリム!II:界がさらに強力に介

入するかたちになり、その;凡↓j返起りとしての提{供共J

は多様化してきfたこO

15は、マグレブから市への'Ii命山で利益があげら
れた IJ1f~~の動物であった。 1(2) ラクダ Cdromaclaire)

はサハラでの愉送には適するが、戦闘には応ほど

の効)Jを発附しなL10103jマグレブと川じく、|凡iア

フリカでも)'!5ii+1塚、とくに!的只に必要不I1J欠な
ものであった O アル・ウマリは、マリの軍隊が

10000の!的只を所イiしていることを，iL2している
し、 104)トンブクトゥでは Eは3000の騎只を有し、
これらはキャラパンでベルベル1;(の良質の応がも

たらされ、まず F. の lìíj に、lf~ばされ、選ばれ、代fdlî

がきちんとえ仏われていた。1川 11Jはポルトガル人

が、ギニア (fJìí~i ;'に歪IJ:{i:するまでは、サハラ{沙ì~

のキャラパン・ lルレ一トをJ北ヒカか、らl'山十判}1へもたらされた
輸人J品11

ι弘;の文対、'I象であり払続'~tけナたO

カウリスはインド洋からもたらされたものであっ

たが、 11'，くからl叫アフリカへJ以人され、マリでは

L安なI陥人111111として、サハラ砂漠のキャラパン-

lレートを|判トし、 11幣と Lて，m取'JIに使]1]され、
かなりの平IJ怖をあげていたという I()f))ア/レ・ウマ

リやイブン・バトゥタもカウリスが、ガオやマリ

で;，l'H取'JIにJI J l ，られていることを，iL2している 1il71 

デーツは栄ftfdliのI":Jい、効中山い，l'H品

ドラやシジルマサのデーツが、タガザの人々の食

生活に供せられていたし、108)ワルグラの商人もデー

ツを南へもたらした。109)イブン・ノ、ルドゥンもスー

ダンで消費されるデーツは卜ゥア卜やワルグうか

らもたらされたものであることを記している 110)

ガラス細工Jillについても、イブン・パトゥタが
ワラタからマリへもたらされていたこと、111)アル・

ウマリもシジルマサからスーダンへ、真珠などと

共にガラス五が輸出されていたこと、112)イドリシ

も、アフマットからスーダンへ、あらゆる種類の

真珠、ガラスの行-飾りが輪山されていたことを113)

記している O ガラス細工品は、この頃、ベネツィ

アやビザンチンで、大量につくられ、ヨーロッノマlfH

人によって、マグレブにもたらされていた。千'f:?'1

なマンサ・ムーサの巡礼以後、エジプト方面から

もガラスのプレスレットなどがもたらされはじめ

た。114)またタガザ、の追跡からもガラス細 r品が a

部発掘されている 115)西アフリカとエジプトとの

交易の布れは、イブン・パトゥタがワラタに滞在

111、住民がエジプトからきた市夫な点)j日を身につ

けていたことを11撃したり、マリのスルタンが、

観衆を隔てる窓に、エジプト製の仙の布の嶺いを

かけていたという，iL2述116)からも|リ!らかである O

次章でも述べるように、マンサ・ムーサのメソカ

巡礼以後、ファーティマ朝の没部以米とだえてい

たエジプ卜へのルートが再開通したのであった O

以上のように12!II:紀半ばから、 14!lJ:紀半ばにか

けては、 i九iアフリカではマリ 1:1klの発反lこ{平って、

1'7:iの森林地，:;;，よりもたらされた令や奴隷が、 E!kl 
の|向業的繁栄を長づける財貨とされ、 ~I，ûや布など

の，rH[~[Jl をも携えて、サハラ砂漠のキャラパン・ルー

トを北上することになる。 塩、川、カウリス、デー

ツ、ガラスキIUI)II[Iなどを携えて、|判ドし、全や奴

r誌を購入したマグレブ!lt界は、これらをヨーロッ

パからもたらされるは百品のI¥::Ulliとした。ヨーロッ

パもこのサハラ長距離交易から大きな利佳を引き

山す結果となった。ヨーロッパでアラブの通貨が

以も流通したのは[度この凶であった 117)

6 中世サハラ長距離交易の展開

ーマリ王国とマリーン朝、及びエジプトを結ぶ

キャラバン・ルートー

liijl;'i:でJd3べた!??jilllllの流通のルートとなった、こ

のH与代のサハラ砂漠のキャラパン・ルートを検，i、I
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してみよう O

凶アフリカではガーナ王国がムラーピト朝によ

る占領を契機に崩壊し、マリ Ermがな場するO 北
アフリ力、モロッコではムラービト明からムハッ

ヒド早月への覇権交代がなされ、その後13Ul紀後半
には、現;(1:のアルジエリアとの [1~1境周辺を活動傾

域としていた遊牧民が、安定した食縄確保のため

に、 LLj岳地，fi?から平原部に進11¥し、 1d]民事業を進
めた。 i交/ftしたムハッヒド宅1]1こかわって、 1269年

マラケ y シュを，'i領したマリーン朝の登場である。

マリーン1mは、イフリキアのハフス朝や、卜レ
ムセンを首都とするジアン朝と競作しながらサハ

ラ砂漠のキャラパン・ルートの制析に乗り出し、

14世紀、マリーン朝jの最盛期には、その全域にわ

たって掌保することになる O ムラービ卜朝から、

ムハッヒド朝、マリーン朝の11与代にかけては、 L 

としてモロッコのモスリムがサハラ交易の主役を

お)1ずることになるが、マリーン削はハフス朝のJ氏

抗や、後のポルトガルなどのヨーロッパ勢力の進

出などにより、*のマグレフーノら:iiiiの，?yj業中心地を

恒久的に管理維持することには成功しなかっ

た0118) しかし11世紀から16防車己にかけて、ガー

ナ・マリ両日司の時代を通して、黒人世界から流

出していった金は、モロッコがその利益を独占す

るかたちになっていた。先述のように良質の貨幣

鋳造を続けていたムラービト、ムハッヒド時代に

継いで、モロッコはこの金を基に経済の覚醒がは

かられ、それまでは東のマグレブの領域よりも、

遅れをとっていたモロッコの諸都市が商業的に活

気を信，びはじめた。119)

この時代のサハラ砂漠のキャラパン・ルートは、

ガーナ時代のシジルマサーガーナという西の主要

/レートに比べて、ニジエール湾出一部に向かつて、

やや東寄りの傾向を示している O それはシジルマ

サから、塩鉱のあるタガザを経て、ワラタもしく

はトンブクトウに至り、120)さらに南下し、マリ王

国の伝説の，"'r都ニアニに向かうルートである。 14
世紀半ば、イブン・パトゥタは、このルートをた

どり、サハラ砂漠を南下し、ニジエール湾山部に

到達し、帰路はさらに東寄りのトゥアトを経由す

るルートでシジルマサへ戻っているO 彼はシジル

マサからタガザまで25日間を要し、タガザに10I~I 

間滞在したあと、ワラタまで26Lllmを費してい
るO121)前代のイブン・ハウカルやアル・ベクリに
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よれば、シジルマサからアウダゴーストまで5011

[ljJの距離である O122)イプン・バトゥタはアウダゴー

ストより、ほぼ水、|えにまっすぐ*に約360km離れ

たところにあるワラタまでほぼbiJじ11数を費して

いることになるので、このけ数はほぼ妥可なもの

と考えて、差し支えないだろう O このワラタはシ

ジルマサから凶のルートの雨の終石点として、マ

リ E同はスルタンの代理人を住まわせ、 J~からの

|均人に厳しい監仰のHを光らせ、非常に堅固に維

持しようとした。 12:nここから黒人の[t~lがはじまる

というワラタの町の住民の大部分はマッスファ一

族で、イスラム教を信じ、 mWJiEしくコーランを
読H11していたという Oこ124)のワラタの[lfyは151ft*己

にトウアレグ肢のTに、議ち、繁栄はおぼろげにな

り、次代のソンガイ EI司へ吸収されていくことに
なるO126jイブン・バトゥタは、 111}路はトゥアトを

経riJし、シジルマサに反るが、その途中で牧草の

多いカーヒルというところから 31 11111、ノkもない

不毛の砂漠を越え、さらに15f 1間で鉄分の多い水

のある地，~~l こ Lf\ る。ここで路が二分し、一一つはトゥ

アトに、もうー)jはガー卜を経てエジプトに通じ

ているO126)ワラ夕、もしくは水平方向に直線上東

に450kmのI也h~Âにある卜ンブク卜ウから、ファー

ティマ朝の没落以来とだえていたエジプトへ[n]か

うルート、サハラ砂漠を斜断するルートが、マン

サ・ムーサのメッカ巡礼以後、再開通していたこ

とは疑いないであろう o (図3参照)

イブン・ハウカルは10世紀に、エジプト、ガー

ナのルートの存在について述べているが、127)それ

はガーナからニジエール湾曲部北岸を東進し、マ

ランダを経て、現在のニジエールの東部ビ、ルマ近

郊のオアシス・カワールを通過し、ナイル川上流

部ダルフォールに達し、ナイ lレiuJに沿ってカイロ

まで北上するものであった。このルート上で、カ

ワールより西のアイーノレl1J地とダルフォール聞が、

長い期間にわたって放棄されていたことがイドリ

スによって記されている 128)それについては、 レ

オ・アフリカヌスがモスリムのエジプト占領後、

このルート沿いに住むアラブ系住以が余りにも貧

しかったため、 100年以上にわたって、 L、かなる

キャラパンも、彼らの住む砂漠の似を;mらなかっ

た129)と記していることに関連してこよう O

やがて、ワラタもしくはトンブクトウから、，'i

代の戦事ルート 1:lO)としてよく知られるガオから

してみよう O
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CR.Mauny Tableau geographique de l' ouest africain au moyen age 1961.より)

タデメッカ、ガートを経て、フェザン地方を横断

して、カイロに達するルートが開通するo Cマン
サ・ムーサの巡ネしもおそらくこのルートをとった

ものと思われる)

エジプトでは、 12世紀末ファーティマ朝没落以

来、金貨鋳造が中断され、 13世紀から14世紀にか

けては金貨より、銀貨の鋳造が盛んに行われたの

で、アイユーブ、マムルーク朝時代には、エジプ

トの市場は「スーダンの金」に対する需要は低かっ

た。131)しかしイブン・ハルドウンは、この頃カイ

ロからマリへ毎年12000頭のラクダのキャラバン

がタケダ経由で往来していたことを記している132)

し、またカダモストも、マリを出てコキヤ(ガオ)

経由でカイロの向かうキャラパンについて記して

いるし、133)シジルマサのディナールがカイロで流

通していたこと 134)などからも、マリーエジプ卜

聞の交易の存在が裏付けられよう O

またマリーン朝も、その最盛期には、当時のエ

ジプ卜のマムルーク朝との関係維持のため貢物を

もたらしていたことが知られている。 1337年、マ

リーン朝の大使は、イフリキアのハウス朝よりも

気前の良いところを強調するかのように、マムルー

クに対して、金で刺繍されたベッド、金で装飾さ

れたサーベノレ、金のあぶみなど、金をふんだんに

使った非常に賛沢な贈り物をしている。135)このモ

ロッコとエジプトとの友好関係にも支えられ、マ

リ王国は、サハラ砂漠のキャラバン・ルートを通

して、双方との商業関係を維持することが出来た

とも考えられよう。

7 中世サハラ長距離交易の燭熟期

ーヨーロッパ勢力の進出とソンガイ王国一

先述のように、この頃北アフリカの地中海沿岸

に姿を見せはじめたヨーロッパ人たちは、マグレ

ブ世界を通じて、西アフリカから富を吸収しはじ

めていたが、デュプレシイが示したように、 12'""

13世紀に顕著になってきた金の流入が、 14世紀に

は、以前にも増して強力に行なわれるようになっ

てきた。136)イタリアでは14世紀以後、都市の大商

人、大銀行家らによって手形、小切手の使用が盛

んになり、貨幣の必要性が減少する傾向もあった

が、フランス・イギリスでは、これらの会計的手

-13-
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法の遅れにより、金貨の価値は高まっていた。金

の交易については、ジェノアの商人たちの活動が、

1377年の税関の記録から明らかにされる O ジェノ

アの商人たちはパレンシア、セビリア、マラガ、

パレルモより、金を主として貨幣の引で輸入し、

イタリアI渚l:tHH、アレキサンドリア、ベイルー卜、
バルセロナ、ナポリへ愉11¥している 137)これらは

マグレブから品初、スペイン右:rfrIに愉出された

「スーダンの金Jが基になっていると与えられよ

う rスーダンの金Jはヨーロッパのi均業的流通
の[t1に、大きなウエイトを持ちはじめてきたので
ある O しかし、当時のヨーロッパ人のアフリカへ

の商業的な介入の度合、性栴などについては、勺

lI!jの商業に|対する秘密'JfJuでもあるので、不明な

部分も JI:'，L;~ に多く、この点 lこ関してのI1~椛な IÎ命述

は )I:'~古 lこ|本li1ß.である O

すでに1211怖心木から13JII:紀初jめにかけて、セウ

タへの攻IH持を続けていたポルトガルは、 15世紀初j

めには、ジョワン 1JII:のIL'j{t" { f t'，なエンリケ航

海 Eの指導のドに、 [J~ アフリカ沿;;.:を|半j ドしはじ

めていた。 [JLj アフリカ i人JI)f ;~I)の令や以持を求めて、

接触nJ能な日1)分が探検され、まず、アルギン山を

|付|時交通路への拠点とし、l:m)ジョワン IIII':時代の

1487年にはウワダンlこイ[:外l河合'tiをJ&¥'rしようとし

た。しかし、ここの住民に取り入って、 l叫アフリ

カの商取JjIのサイクルに人ろうとする l試みは失敗
した。 139)そのためポルトガルは、さらに六件u下;;t
を.if[ulし、モスリムの影特|剖からはなれ、すでに

到達していたギニア湾}jr(rjに交易の切を川地化し、

恥のかわりに布、馬、銀を、ラクダのかわりにカ

ラベル船を、|地上ルートのかわりに治;;.:輸送とい

う新しい|向業ノマターンを築き 1..げることにな

るO140)ポルト力、、/レI高j人が求めたのは以初は金であっ

たが、 次:第1お1に〈合D:そよりもl奴o以j足c;涼迎に I垂主主}点I
lド州j川Hアフリ力;治{什}j山ド各地のh和杯納柏l'内肉'(lJ以己地化lにこ必泣必:な労{働動をl奴o以i足〈
J持議にt抑円わせるためであつ fたこO14れ1)し均か〉し、 iえいJtf.~と

を踏まえてきたサハラ砂漠のキャラバン・ルート

を往来して行われる交易活動は、このポルトカール

の有場によってただちに破壊されたのではなかっ

た。

ガーナ・マリ両 E[Ji!II!j=代を通して、維持されて
きた伝統的なサハラ妙技に同のキャラバン・ルー

卜に、 -筋のi北iの大戸tjパサドに向かうルートが)JIIわ

るO 先述のトンプクトゥ、ワラタ経111で、イジル

の塩山に近いウアダンへ r~lJ かうルートであ

るO142)またここから北へドラァ、シジルマサ、フェ

ズ、セウタへ[:'Jかう11ttt紀までの道も、しばし復
活したようである。 113)このルートの登場の背足に

ポルトガルが一役目っていることも充分に考えら

れる O イジルの塩がウワダン終111でトンブクトゥ

にもたらされ、トンブクトゥからシジルマサ、フェ

ズに令がもたらされる O サハラ砂漠を舞台にした

商業活動の伝統的な法盤である出金交易のパター

ンはマリーン朝によっても継続維持されることに

なる ¥44)またイブン・バ卜ゥタがマリ TII~Iからの

帰路に通過した、より点のサハラ砂漠のキャラバ

ン・ルートもこの11!j WJには、頻繁な往米があった

ようであるot~'ltなルートはトンブク卜ゥ、ガオ

からタデメッカ、アハガル台地を総て、 ヅjは卜

ウア卜を経ltlし、ワルグうなどを通過し、サハラ・

アトラスを越えて、 卜レムセン)jl(ri、マグレフへ

や;り、もう ~)jは、より北京のガートからガダメ

スを通過し、 卜レムセンへ、もしくはアウギラか

らカイロにうそるものである O イブン・バトゥタが

IliJ{J:したキャラパンのH的よ由はガダメスであっ
た。 ¥4S)アル・ベクリはタデメッカからガダメス、

もしくはワルグラまで 5011 の距離と rf~ してい

る。ま¥1(;)たこの凶、多くの文帝京が校場し、 トンブ

クトゥ、ガオからw:ヘタケ夕、、アガデスへ、 147)|十j

はカノへ [~IJかうルートが沼会允に仙川されていた。

またガートからはフェザン宗主山でエジプトにギる

lレート、また力ノから点へFIJかい、チャドからフェ

ザンのrl有楽的rll心地ザウラへ北 1~し、エジプ卜に

ゼる、すでに 911':紀に開通していたルートも、こ

の11与代にはよく使JlJされていた。¥，18)9 t1t紀初jめに

チャド湖川辺に吟場したカネム一、ボルヌ-'t'[i[W

と、エジプトのマムルーク i;UJとマグレブのハウス

引は良好な関係を維持していたらしい。WJ)エノレ・

ベクリはカネムーから、フェザンのザウラまで、

40 "の出i離であるとしているO151))またイドリシも、

現イ1:のニジェーノレ*i~i)のカワールから、 lリ l界がフェ

ザンに I~ IJ かうルー卜を通って北へ[~1]かったことを

J1~ している O 151) 

さて、先述のようなポルトガルをはじめとした、

北アフリカ地中海伯作、 rJLiアフリカ大rJLiifJi~から、

ギニア湾沿jjiにかけての、ヨーロッパの進11¥1切に

if(なり介うように、モロッコでは151lt紀後、rにマ
リーンJ;UJが長返!切に人る。代って、かつてのイド
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リス車)Jを支持するアブド・アル・ワディデスが台

頭し、チュニジアのハフス朝などとも競合しつつ、

サハラ砂漠のキャラパン・ルートの掌握に乗り出

してし 1くO しかし、ポルトガル、スペインの進出

に伴い、ルートの北端の到達点、すなわち地中海

へのi1¥ LI は、ヨーロッパ人の F渉から避難するた
めに、より内陸部へ移動した。1~2) しかし、このルー

トの北端の行珂維持)J低ドに1'1イい、遊牧民による

11出奪が活発化し、 これに文丸刈、，jするj治台友強化が、 l'附l吋Hア

フリ力カか、らもたらされる|尚f岳街恥?司払引引jl日川lJA川Il1

佃仙i格は次:第1布1に|布;苛可J跨した O レオ・アフリカヌスは、

キャラパン通過を~，tIEするための遊牧民n身によ

る課税と、トレムセンの正によるiH入りに対する
課税がrTi:なり、地'11海に到述するまでにl凡iアフリ

カからもたらされた|作jIlullの{IUi栴は、漸次，'，';j~ iもの

になっていったことを，i~ している 153) これより少
し前、ニジエール内1111ì~-I) では、 Lとしてガオで¥

北}jからやってくるベルベル人と積極的にうと弘活

動をすすめていた、 jffi取のえd'l:に白んだ、ノンガイ

人が、 13751ドtIl、マリ Uk]からガオの独ιを奪回
する日 1)ソンガイ人は14001j-:tU、マリ王Iklの行者!)
であったとされる二アニを11栴作し、その後illいつ

められたマリのスルタンは、 1534'rrにポルトガル
人の媛ilJJを求めたが、刈ってきたのは贈り物だけ

であったという日これより以前にガオとソンガ

イ地)jの 1-:になったスンニ・アリは1464Wtfl、 ド

ゴン肢を竿退し、パンティアガラ山地にillい込み、

北から卜 "Jアレグ、|判からモシ人の伝人を強}Jな

騎馬|塚によって}!?宅巡し、 151"j~A-:: には、ソンガイ

Uk]の).1;慌をっくりあげたo H53'r1-:に L付ーについ

たアスキア・モハメッドの11日にには強)Jな111央政

附がfl-:られ、その以咋WJを迎え、 1494年から1497

'r I~ にかけての彼のメい/力巡礼1\ 1、彼のイザ1: にもか

かわらず、本Iklでは{IIJの紛下も起こらなかったと
いう

1Sfi)
、ノンガイもli江代のガーナ・マリと"iJじく、

サハラ妙j央のキャラノ\ン・ルートの I~J:組織化に努

め、とくにエジフ卜との関係を ifi:制した。
1日71/kら

く出合うど弘を之えてきたタガザの出山も、ソンガ

イによって l'i 0Jî されたが、 1oW*~には出のnl~ìt}に

作って廃鉱され、それに代わってが~200凶作j京 }j

I~ IJ のタウデニがlHJ~よされ、 bij じくソンガイの代田

ドに人った。
1日丹)IJLj}jのイジルの比(は、この凶タガ

サどやタウデニに比べて、 'iJi'(I，tが陀かで、サハラ

うと弘全体には;次(I<j役'，i;IJしか!共たさなかったよう

である O イジルでの 111 ~1jたり rrHI量は20---25バ

レルであったのに対して、タウデニでは80---90バ

レルの産出百があり、これは1200kgの金に村p~す

るとし、う O
159) 

このソンガイ王同の強力な経済監視の下に、サ

ハラ砂漠のキャラバン・ルー卜全体が統抗され、

その商業活動はさらに促進されることになる O

ブーレ、ボンドゥク、アシャンティなどの|特の

森林地借よりワンガラ、もしくはウンガロスと呼

ばれるじ収iされ、権威をもった!宅地仲買人が令を
もたらし、タウデニからトンブク卜ゥを経て、ジェ

ンネなどの市場にもたらされた恥と交換された。

V ・フェルナンデスは、このワンガラの或る-/i-が

6000ミトカル (283kgの令)に等しい註の{1:'Hを
こなし、 トンブクトゥからジェンネへの出の交易

に|対しては10000ミトカルに伯する取引をして、

すべて， F_II'( な取引で、 CJiJ~犬を必'!f としないこと

をぶしている
160)
またアル・ベクリは、この凶ア

ウダゴーストで螺施形によじった金のプレスレッ

トがつくられていたこと，(i])や、タデメッカでは、

砂令から不純物が取り|徐かれつつ、金貨がjJtiti‘さ

れていたことを記しているO
162)
またV・フェルナ

ンデスはワラタでユダヤ人のくD:~N*"1 1-_師が輸111m
の「スーダンの金」の|吟味の!??jilull化に尿われてい

たこと、
1
日)レオ・アフリカヌスも、トンブクトゥ

の1:が貨幣と金塊の'i，:に1Jf:]まれていたこと 16-1)を
li~ している O

また奴J設については、タリフ・エル・ファター

ハには、 16¥11:紀、アスキア・ダオウド rの11与代、
トリポリタニアの Ir~j 人が500人の奴，誌を 1 人あた

り10ミトカルで購入していったことがUされてい

る
165)
レオ・アフリカヌスによると、ガオには、

--!"i ~ i 9i 久-の ~X ，誌が l 人あたり 6 デュカートでゾ己tlJ

されるけJ場があり、 |内刈l句りf'./光己L却却[Jには 8---9{杭)汗!与?の{I和/1'切tつ

けられ、 Jt}jからもたらされる11Jと交換されるこ

ともあったという
1(6)

ソンガイの強力な騎馬ii[)1球

に必要な11Jは奴隷との交換によってI制述されてい

たのであろう O 金、f;，足以以外には、カダモス卜、

レオ・アフリカヌスが，i~ しているメレゲッタとIl子

ばれる存料の・種がマグレブにもたらされ、
1G7)
15 

!II:紀以降ヨーロッパで、の~!， i'}，gが，II:J まった。ムスク・

デ・シベソテ(じゃこうの再水)なども、 IJLjモー

リタニアの行VドからjI'i.1安ポルトガルにもたらされ

た。その他IJLjサハラ )jl(rIからは、 Lとして下の!支
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革が北へもたらされていたこともレオ・アフリカ

ヌスが記している。168)

塩もまた、北から南への地域間商業の主要商品

として、ガーナ、マリ時代と同じくその取引が続

けられていた。 トンブクトゥへの旅の途上、タウ

デニに滞在したレオ・アフリカヌスは、トンブク

トゥまで800kmの距離をラクダ一頭あたり、塩板

4枚を担いながら、 20日間の行程で選ばれ、一部

はジェンネにもたらされ、169)ジェンネでは、先述

のワンガラ(ウンガロス、もしくはディオウラ)

と呼ばれる商人らによって取引され、塩板を大き

なピロッグにのせて、ニジエール河を14日間下り、

ロバ又は人頭で金鉱の領域に運ばれ、ビトウ(黄

金海岸)、ボンドウクなどの金と交換されたこと

を記している。170)また塩の主要な市では、砂金と

交換されていた。171)

また同じく北から南へもたらされた商品として

は、奴隷と交換される馬が、マリ王国時代と同じ

く、高価な輸入品として扱かわれ、ガオでは馬一

頭あたり、ヨーロッパの4，.....，5倍の価格で取引さ

れていたし、mまたボルヌーでは、王は、 3000の

騎兵を保持し、ベルベル産の馬一頭のっき15人か

ら20人の奴隷と交換されていた。173)カダモストも

馬一頭あたり、奴隷15人と取引きされていたこと

を言己しているO174)またカダモストは、グラナダや

チュニスで織られた絹製品がムーア人によるスー

ダンへの輸出商品に混じっていたことを記してい

るし、175)レオ・アフリカヌスもjとから西アフリカ

へ多くの布がもたらされていたこと、ジェンネ、

トンブクトゥ、ガオでは、深紅色、紫、トルコブ

ルーの鮮かな色彩の、ベネツイア産のそれと同じ

布地が流通していたこと 176)や、ボルヌー王国の

ガオガではエジプトから布がもたらされていたこ

となどを記している。177)

また1470年に西アフリカへ旅をしたフィレンツェ

のベネディト・ダイが、自ら布地を売却し、トン

ブクトゥではロンパルディアの布地織物が取引き

されていたことを記している O178) 

金属類に関しては、カダモストが、銅と錫がア

ラブ人によってもたらされていたこと、179)マグレ
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Ĉ "AA.lfl"タ

; oo ，~グ
C.ß・~I>D・ m， 

J 
I 

f¥-----¥」
F子

円

hu---



ブから銀がもたらされていた 180)こと、また V ・

フェルナンデスは、内サハラではiHの需要が向く、

ポルトガルのIJLiアフリカへの進出拠点となったア

ルギン島では金と等fIlfi栴であったこと、また鉛な

ども、同じく IJLiアフリカにもたらされていたこと

を記している 181l

カウリスに|期しても、レオ・アフリカヌスはト

ンブクトゥで lデュカトが400何の力ウリスに換

算されていたことをI氾し、砂糖についても、スー

スで購入されたものがIJLjアフリカにもたらされて

いたこと、またナミディーのデーツがジェンネに

もたらされていたことをI記している O182)ソンガイ

王国時代はまさにサハラ長距離交易の中世最後の

輝きを放ったH年代であったといえよう o (図4参

J~、)

8 中世サハラ長距離交易の終駕

さて、モロッコでは1511t紀初頭より、マリーン

朝が哀退期に入り、それと垂なり合うようにポル

トガルが1415年にセウタを占領したのに続いて、

アガディールなどのモロッコの大西洋岸の主要な

港町をつぎつぎに支配ドにおさめ、各地にl萄館を

建て、それらを根拠にサハラ砂漠のキャラパン・

ルートとの連結をはかり、西アフリカの富の吸収

を企てはじめた。内紛状態が続くモロッコは急速

に繁栄を失いはじめるが、やがて15世紀半ば、イ

スラムの神秘t義を標梯し、ポル卜カールに対する

反レコンキスタをかかげ、たベニ・サァード家が15

41年にポルトガルからアガディールを奪回し、そ

の前後にマラケシュ、フェズを攻略し、サァーディ

ン朝をおこす。その 3代Eムーライ・アブドウツ
ラーの時代には、マリーン朝末期には一時ポルト

ガルの圧力のもとに従道|パ!然となっていたモロッ

コ内のサハラ砂漠のキャラパン・ルートを復活さ

せ、丙アフリカからの物資の流通を確保しようと

した。サァーディン引は、その経済的存続のため

にポルトガルの納民地化を阻止することと、黒人

の[14との'たり多い関係を復活することを同H寺併行
的にすすめねばならなかった。183)

やがて後!i"への働きかけは、タカ。ザの11，l山をめ
ぐるトラブル18，1)をきっかけに 1591'rドのサハラ遠

征にエスカレートし、火縄銃と騎兵で武装した大

部隊は、トンブクトゥとガオをIlis1iし、とうとう
ソンガイ E[14を滅亡へと追い込む。このモロッコ

のソンガイ111:服により、両アフリカからの金の流

入が容易になり、また多くのi吉'j{dliな略奪品がマラ

ケシュへ持ち帰られ、そこにはのちに、この盗賊

的戦争の利益によって美しい宵殿が建てられ

た。185)しかし、モロッコ人たちはニジエール湾曲

部には居住せず、征服の目的に沿った新しい塑の

経済、社会機構、を社会も倉IJらなかったため、こ

の征服による利益は洞渇するのも平かった。186)

16世紀には地中海全域、及びアフリカ大西洋岸、

ギニア湾沿岸地域に進出をはたしたポルトガルと

並んで、ベネッィア、フィレンッェ、ジェノアな

どのイタリア勢力も、オスマン・トルコ帝国の発

展によって被った損失の埋め合わせを求めて、強

力に金交易に介入していた。これは、北アフリカ

沿岸のモスリム諸国が、充分な木材、金属を欠い

ていたため、艦隊の建造に至らず、これらの動き

を問止することが出米なかったこととも関連して

いる。187)15世紀以来、地中海沿岸にもたらされる

「スーダンの金」はかなりの量に達し、貨幣交換

の観点から見れば、まさに世界経済はアフリカの

金によって支配されつつあったといってもよ

かった。188)ポルトカ。ル船は、初期]には香料を積ん

だアラブの船を捕獲したが、やがてインドの香料、

真珠の購入に「スーダンの金」を用いはじめ

た。189)そのため、金は東方へはエジプト、オスマ

ン、トルコ帝国、インド、中国へもたらされ、ま

たイタリアの諸都市では布に金の刺繍が施され、

リヨン、ジュネーブを経てパリへもたらされてい

た。190)また金に伴ってアフリカからは、アラビア

ゴム、メレゲッタなどの香料、ダチョウの羽根、

黒人奴隷などが地ql海沿岸にもたらされてい

た。191)金をはじめとするこれらの|荷品を手に入れ

るため、尚人たちはサハラ砂漠のキャラバン・ルー

トに銅の食掠や、インド洋からもたらされた、装

飾、貨幣にmし1られる只額(力ウリス)、ベネツィ
ア製のガラス巨などを導入していった。192)

前述の東のキャラパン・ルートは、ポルトガル

が金を直接Tに入れるため、ギニア湾へと海上ルー
トを迂凶していた時は、まだ活発に機能してい

た。193)また同のルートには、イタリアの商人たち

が関心を示し、西アフリカの交易情勢、ルート視

察のため、 1417年ジェノアのA・アルフォンソが

トレムセンを充ち、市へ向かい、トウアトにゼる。

また少しおくれてフィレンツェのベネディ卜・ダ

可

t
4
E
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イらがトンブクトゥへ到着したのもこの頃であっ
た。 194)

しかし、ポルトガルが西アフリカ・ギニア湾沿
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